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『
新
書
版
　
性ジ

ェ
ン
ダ
ー差
の
日
本
史
』
刊
行
に
よ
せ
て

男
女
の
区
分
─
な
ぜ
?

　
漢
和
辞
典
を
引
く
と
、「
歴
」
は
、
物
事
が
次
々
に
生
起
し
て
い
く
様さ

ま

を
表
し
、「
史
」
は
、
出
来
事
を

記
録
す
る
こ
と
、
記
録
し
た
書
を
指
す
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
列
島
社
会
の
長
い
歴
史
の

中
で
、
歴
史
書
に
女
性
が
登
場
す
る
の
は
稀ま

れ

で
し
た
。「
歴
」
と
し
て
存
在
し
な
が
ら
「
史
」
た
り
得
な

か
っ
た
そ
の
女
性
た
ち
の
姿
を
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
在
野
の
女
性
史
研
究
者
た

ち
で
す
。
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
世
界
で
は
女
性
を
研
究
対
象
に
す
る
こ
と
も
、
女
性
が
研
究
す
る
こ
と
も
、

ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
で
し
た
。

　
一
方
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
そ
も
そ
も
社
会
の
中
で
男
女
と
い
う
区
分
が
な
ぜ
意
味
を
持
つ
の

か
、
し
か
も
そ
の
区
分
が
不
平
等
や
抑
圧
を
生
む
の
は
な
ぜ
か
、
な
ぜ
男
女
と
い
う
区
分
を
所
与
の
前
提

と
す
る
の
か
と
い
う
問
い
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
女
性
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
男
女
と

い
う
区
分
そ
の
も
の
に
着
目
す
る
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
へ
の
問
い
で
す
。
こ
の
問
い
は
学
術
を
超
え
て
世
界
に
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広
が
り
、
今
日
で
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
多
様
な
分
野
で
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
」
と

呼
ば
れ
る
国
際
的
な
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
学
で
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら

歴
史
を
見
直
す
研
究
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
世
紀
に
は
、
性
差
が
男
女
と
い
う
二
分
法
で

表
現
で
き
な
い
複
雑
さ
を
持
つ
こ
と
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
通
称
、
歴
博
）
で
は
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
六
日
か
ら
二
カ
月
間
、
こ
れ
ら

の
研
究
に
学
ぶ
と
同
時
に
、
新
た
な
研
究
成
果
を
も
と
に
、
企
画
展
示
「
性ジ

ェ
ン
ダ
ー差
の
日
本
史
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
日
本
列
島
社
会
の
歴
史
の
中
か
ら
、
女
性
や
男
性
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
男
女
を
き
っ
か
り

区
分
す
る
社
会
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
、
区
分
の
中
で
人
々
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
き
た
の
か
を

ふ
り
か
え
る
展
示
で
す
。
幸
い
、
多
く
の
来
館
者
を
お
迎
え
し
、
S
N
S
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
も
、
大

き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
書
は
、
こ
の
展
示
の
見
所
を
図
版
と
と
も
に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

政
治
空
間
に
お
け
る
男
女

　
展
示
で
は
、
三
つ
の
柱
に
沿
っ
て
日
本
列
島
社
会
の
歴
史
を
ふ
り
か
え
り
ま
し
た
。
一
つ
目
の
柱
は
、

「
政
治
空
間
に
お
け
る
男
女
」
で
す
。

　
現
在
の
日
本
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
一
二
〇
位
（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
二
一
年
）
と
、
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世
界
の
国
・
地
域
の
中
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等
が
顕
著
で
す
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
、
政
治
・
経
済

の
分
野
で
の
遅
れ
で
す
。
し
か
し
、
日
本
社
会
で
は
、
昔
か
ら
女
性
が
政
治
に
関
わ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
政
治
空
間
に
お
け
る
男
女
」
で
は
、
人
々
を
「
男
」
と
「
女
」
に
二
分
し
異
な
る
役

割
を
定
め
た
律
令
国
家
誕
生
の
以
前
か
ら
、
女
性
を
法
や
制
度
に
よ
っ
て
排
除
す
る
近
代
国
家
の
形
成
、

そ
し
て
戦
後
改
革
ま
で
の
変
化
と
そ
の
背
景
を
考
え
ま
す
。

仕
事
と
く
ら
し
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　
二
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、「
仕
事
と
く
ら
し
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
で
す
。

　
中
世
ま
で
は
、
手
工
業
な
ど
の
技
術
を
身
に
つ
け
た
人
は
男
女
と
も
に
職
人
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
女
職
人
の
語
が
生
ま
れ
ま
す
。
職
人
は
本
来
男
性
な
の
で
、
女
性
に
は
、
わ
ざ
わ

ざ
「
女
」
と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
記
号
を
付
け
る
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。
近
年
、
医

学
部
入
試
の
合
格
点
を
女
性
だ
け
高
く
設
定
し
、
女
性
の
入
学
者
数
を
抑
え
て
い
た
大
学
が
大
き
な
批
判

を
浴
び
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
、〝
医
者
と
い
う
職
業
の
デ
フ
ォ
ル
ト
は
男
性
だ
〞
と
い
う
江
戸
時
代
に
よ

く
似
た
発
想
に
よ
る
差
別
で
す
。
し
か
し
、
本
書
で
も
ご
紹
介
す
る
よ
う
に
、
歴
史
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、

同
じ
職
業
も
、
時
代
や
地
域
、
国
の
違
い
に
よ
っ
て
男
の
職
業
に
な
っ
た
り
、
女
の
職
業
に
な
っ
た
り
す
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る
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
。
職
業
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
係
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
こ
こ

で
は
、
仕
事
と
く
ら
し
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
そ
の
変
化
を
紹
介
し
、
そ
の
理
由
や
背
景
を
探
り
ま
す
。

性
の
売
買
と
社
会

　
三
つ
目
は
、
通
史
的
な
歴
史
展
示
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
の
「
性
の
売
買
と
社
会
」
で
す
。
売
春
は

最
古
の
女
性
の
職
業
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
古
代
社
会
で
は
、
職
業
と
し
て
の
売
春

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遊
女
た
ち
が
、
芸
能
や
宿
泊
業
を
営
む
傍
ら
売
春
を
行
い
、

女
系
で
遊
女
の
家
を
継
承
し
て
い
た
中
世
と
、
遊
女
の
身
体
を
商
品
と
し
て
売
買
し
、
遊
女
屋
が
遊
女
に

売
春
さ
せ
た
近
世
で
は
、
そ
の
仕
組
み
も
遊
女
の
あ
り
方
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
な
ぜ
時
代
に
よ
っ
て

こ
れ
ほ
ど
違
い
が
生
ま
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
性
の
売
買
と
社
会
」
で
は
、
遊
女
・
娼
妓
と
し
て
生
き

た
女
性
た
ち
の
声
に
も
耳
を
傾
け
、
性
の
売
買
の
な
か
っ
た
古
代
社
会
か
ら
戦
後
ま
で
の
「
性
の
売
買
」

の
姿
を
各
時
代
の
社
会
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
歴
史
一
八
〇
〇
年
の
旅
へ

　
こ
の
展
示
の
た
め
に
作
成
し
た
図
録
『
性ジ

ェ
ン
ダ
ー差

の
日
本
史
』
は
、
展
示
内
容
を
ぎ
っ
し
り
詰
め
込
ん
だ
た
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め
に
、
重
さ
一
・
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
歴
博
の
展
示
図
録
の
中
で
も
っ
と
も
分
厚
い
、〝
鈍
器
〞
の
よ
う
な

本
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
、
来
館
者
や
S
N
S
で
の
反
響
が
大
き
か
っ
た
資
料
を
中

心
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
日
本
の
歴
史
を
通
観
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
分
厚
い
図
録
を
、
手
軽

に
持
ち
歩
い
て
読
め
る
本
に
し
ま
し
た
。
本
書
に
よ
っ
て
、
今
日
の
日
本
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る

生
き
づ
ら
さ
、
葛
藤
や
抑
圧
を
生
み
出
し
て
き
た
歴
史
的
背
景
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
と
ら
わ
れ
ず
、
だ
れ
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
へ
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
以
上
う
れ
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
三
世
紀
の
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

の
王
卑ひ

弥み

呼こ

。「
卑
弥
呼
っ
て
、
呪じ

ゅ

術じ
ゅ
つ

の
上

手
な
女
王
で
、
男
弟
に
政
治
を
補
佐
し
て
も
ら
っ
た
と
、
学
校
で
習
っ
た
け
ど
…
…
」
と
い
う
方
も
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
卑
弥
呼
像
は
、
い
つ
頃
、
な
ぜ
生
み
出
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

さ
っ
そ
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
歴
史
一
八
〇
〇
年
の
旅
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
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目
次

『
新
書
版
　
性
差
の
日
本
史
』刊
行
に
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せ
て 

3

プ
ロ
ロ
ー
グ
　
倭
王
卑
弥
呼 

16

『
魏
志
倭
人
伝
』―
卑
弥
呼
即
位
の
背
景
／
古
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
は
、呪
術
専
門
?

 

第
一
章 

古
代
社
会
の
男
女 

19

一
、古
墳
の
被
葬
者

女
性
首
長
の
古
墳
／
武
器
・
武
具
の
副
葬
―
熊
本
県
マ
ロ
塚
古
墳
の
出
土
品

二
、機
織
具
と
女
性
の
労
働

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
馬
の
埴
輪
・
機
を
織
る
人
物
の
埴
輪
―
甲
塚
古
墳
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女
性
が
織
り
男
性
が
納
め
た
布
―
付
札
木
簡

三
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
区
分
の
確
立
―
律
令
国
家

「
山
上
碑
」―
古
代
の
石
碑
に
書
か
れ
た「
双
系
」系
譜
／
戸
籍
―
男
女
区
分
の
始
ま
り

コ
ラ
ム　
「
娶
」を「
み
あ
う
」と
読
む
こ
と

「
采
女
」は
キ
ャ
リ
ア
女
性
／
因
幡
国
出
身
の
女
官
の
骨
蔵
器

「
女
子
群
像
板
絵
」―
地
方
政
治
空
間
の
男
女
／「
竹
波
命
婦
」木
簡
―
最
初
に
発
見
さ
れ
た
木
簡

四
、サ
ト
の
生
活
―
男
女
の
協
働

春
の
田
祭
り
の
日
―『
令
集
解
』に
書
か
れ
た
地
域
社
会

五
、耕
す
―
男
女
の
労
働
と
経
営

田
植
え
は
女
性
の
仕
事
?

 

第
二
章 

中
世
の
政
治
と
男
女 

45

一
、御
簾
の
向
こ
う
の
女
性
た
ち

女
性
は
ど
こ
に
?
―「
駒
競
行
幸
絵
詞
」
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二
、女
院
と
女
房
の
は
た
ら
き

女
院
と
そ
の
文
書
／
女
院
へ
の
返
事
―
義
経
の
自
筆
文
書

娘
が
女
房
と
し
て
出
世
―『
明
月
記
』

コ
ラ
ム　

八
条
院
に
仕
え
た
定
家
の
姉

天
皇
の
言
葉
の
取
り
次
ぎ
―
女
房
奉
書
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三
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中
世
の
家
と
宗
教 

57

一
、家
の
運
営
と
財
産

武
家
の
後
家
尼（
一
）北
条
政
子
／
武
家
の
後
家
尼（
二
）寿
桂
尼

財
産
の
売
買
と
女
性
の
名
前
―
土
地
の
譲
状
と
売
券

コ
ラ
ム　
「
女
」の
読
み
方

二
、宗
教
と
女
性

ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
の
無
い
供
養
―
地
蔵
菩
薩
の
像
内
資
料

中
世
女
性
の
多
様
な
生
き
方
―「
星
光
寺
縁
起
絵
巻
」
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第
四
章 

仕
事
と
く
ら
し
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

―
中
世
か
ら
近
世
へ
― 

71

一
、中
世
の
仕
事
と
く
ら
し

男
女
別
の
花
見
、田
植
え
、呉
服
屋
、そ
し
て
後
家
尼
―「
月
次
風
俗
図
屛
風
」

遊
女
、巫
女
、魚
屋
、風
流
踊
の
早
乙
女
仮
装
―「
洛
中
洛
外
図
屛
風（
歴
博
甲
本
）」

後
家
尼
、イ
ズ
メ
、扇
屋
―「
東
山
名
所
図
屛
風
」／
近
世
の
風
俗
画
の
中
の
扇
屋

二
、職
業
へ
の
ま
な
ざ
し

（
1
）職
人
と
女
職
人

「
近
世
職
人
尽
絵
詞
」と『
花
容
女
職
人
鑑
』／「
扇
屋
」か
ら「
地
紙
折
」「
女
絵
師
」へ

「
女
職
人
」へ
の
ま
な
ざ
し
／
賃
仕
事
・
行
商
で
家
を
支
え
る
女
性
―『
官
刻
孝
義
録
』

（
2
）職
業
へ
の
ま
な
ざ
し
―
女
髪
結
と
髪
結

「
非
合
法
」だ
っ
た
江
戸
の
女
髪
結
／
文
明
開
化
の
波
と
女
髪
結

「
女
髪
結
・
吉
田
し
げ
の
自
宅
営
業
廃
業
願
い
」

（
3
）記
号
化
す
る
早
乙
女

「
男
耕
女
織
」と
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
―『
佩
文
耕
織
図
』／
早
乙
女
と
い
う
ア
イ
コ
ン

ア
イ
ヌ
と
和
人
の
女
性
／「
ど
ん
じ
ゃ
」と「
ぼ
ど
こ
」
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第
五
章 

分
離
か
ら
排
除
へ 
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近
世
・
近
代
の
政
治
空
間
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
変
容

一
、表
と
奥

女
中
と
男
性
役
人
が
支
え
る
大
奥
／
仙
台
藩
の「
奥
」／
奥
方
の
政
治
的
な
役
割

大
奥
に
奉
公
し
た
名
主
の
娘
―「
関
口
日
記
」

コ
ラ
ム　

双
六
―
出
世
の
モ
デ
ル

二
、「
奥
」の
消
滅
と
女
性
の
排
除

「
予
は
答
え
置
く
」―
静
寛
院
宮（
和
宮
）の
自
筆
日
記
／
宮
中
か
ら
の
女
官
の
排
除

皇
位
は
男
子
に
限
る
―
明
治
憲
法
の
制
定

与
え
な
い
こ
と
を「
通
例
」と
す
る
―
女
性
の
参
政
権

 

第
六
章 

性
の
売
買
と
社
会 

131

一
、中
世
の
遊
女
―
家
と
自
立
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中
世
の
遊
女
は
プ
ロ
の
歌
手
―「
餓
鬼
草
紙
」と「
今
様
之
濫
觴
」

経
営
権
を
失
っ
た
遊
女
た
ち
―『
安
土
日
記（
信
長
公
記
）』

二
、近
世
遊
廓
の
成
立
―
商
品
化
さ
れ
る
遊
女

幕
府
が
遊
廓
を
公
認
／
商
品
と
な
っ
た
遊
女
の
身
体

コ
ラ
ム　

信
濃
に
残
っ
た
資
料
が
語
る
新
吉
原
遊
廓
の
金
融
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

性
を
買
う
男
た
ち
―
江
戸
の
大
店

三
、遊
女
の
群
像

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る
遊
女
―『
吉
原
細
見
』

遊
女
屋
と
遊
女
の
広
報
戦
略
―
高
橋
由
一「
美
人（
花
魁
）」

コ
ラ
ム　

遊
女
三
代
目
小
稲
の
手
紙

遊
女
屋
の
非
道
を
訴
え
た
放
火
事
件
―『
梅
本
記
』

四
、芸
娼
妓
解
放
令
の
衝
撃

人
身
売
買
の
禁
止
―「
芸
娼
妓
解
放
令
」／
解
放
を
願
う
新
吉
原
の
遊
女
た
ち

五
、近
世
遊
廓
の
再
編
と
近
代
公
娼
制
度
の
展
開

近
代
公
娼
制
度
の
開
始
／
近
代
公
娼
制
度
に
お
け
る
医
療
／
性
を
買
う
男
た
ち
―
近
代
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変
わ
ら
な
い「
身
売
り
」の
実
態
／
公
娼
制
度
と
芸
娼
妓
紹
介
業

今
よ
り
マ
シ
な
境
遇
を
求
め
て
―「
娼
妓
の
手
紙
」

六
、持
続
す
る
遊
廓

娼
妓
の
生
活
／
公
娼
制
度
の
廃
止
と
持
続
す
る
遊
廓

 

第
七
章 
仕
事
と
く
ら
し
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー 

―
近
代
か
ら
現
代
へ
― 

171

一
、女
性
の
職
業
の
誕
生

双
六
に
描
か
れ
た
女
性
の
職
業
／
女
性
に
推
奨
さ
れ
た
家
庭
の
団
欒
の
た
め
の
音
楽

戦
前
の
官
庁
で
働
い
た
女
性
た
ち
―
そ
ろ
ば
ん
名
人 

三
木
を
美
喜

二
、労
働
者
と
し
て
の
女
性

工
場
の
福
利
厚
生
／
福
利
厚
生
と
し
て
の
生
理
用
品
―
月
経
バ
ン
ド

鉱
山
労
働
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
戦
時
期
の
女
性
労
働

三
、ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
後
の
社
会

G
H
Q
と
労
働
省
の
女
性
た
ち
／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
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エ
ピ
ロ
ー
グ
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
超
え
て

│
村
木
厚
子
さ
ん
に
聞
く 

194

新
書
版
　
あ
と
が
き 

196

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
つ
い
て 

203

参
考
文
献 

206
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図1-1　『魏
ぎ

志
し

倭
わ

人
じん

伝
でん

（三
さん

国
ごく

志
し

魏
ぎ

書
しょ

東
とう

夷
い

伝
でん

倭
わ

人
じん

条
じょう

）』
「其会同坐起、父子男女無別」という記述
の部分（傍線）。（3世紀成立、16世紀版本。
国立歴史民俗博物館蔵）

プ
ロ
ロ
ー
グ
　
倭わ

王お
う

卑ひ

弥み

呼こ

『
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

』―
卑
弥
呼
即
位
の
背
景

　
倭
の
女
王
卑
弥
呼
が
登
場
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
中
国
の
歴
史
書
『
魏
志
倭
人
伝
』
の
中
に
は
、「
そ

の
会か

い

同ど
う

・
坐ざ

起き

に
は
、
父
子
・
男
女
の
別
な
し
」（
政
治
集
会
の
時
の
ふ
る
ま
い
に
、
中
国
的
な
「
礼
」
に
も
と
づ
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く
長
幼
の
序
列
や
男
女
の
区
別
は
な
い
）
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。
男
女
が
と
も
に
政
治
に
参
加
し
た
倭
人

の
社
会
を
土
台
に
、
卑
弥
呼
は
「
共
立
」
さ
れ
て
倭
王
と
な
り
ま
し
た
。

古
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
は
、
呪じ

ゅ

術じ
ゅ
つ
専
門
?

「
鬼き

道ど
う

を
事
と
し
能よ

く
衆
を
惑ま

ど

わ
す
」（
呪
術
的
な
力
で
人
々
を
ひ
き
つ
け
た
）
卑
弥
呼
は
、
巫み

女こ

の
イ
メ
ー

ジ
で
思
い
描
く
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
実
は
「
宮
殿
の
奥
深
く
に
籠
も
っ
て
神
の
言
葉
を
伝
え
た
巫
女
」

と
い
う
卑
弥
呼
像
は
、
明
治
後
半
近
く
に
成
立
し
た
新
し
い
解
釈
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
英
略
に
す
ぐ
れ
、

周
囲
を
服
属
さ
せ
た
リ
ー
ダ
ー
だ
と
研
究
者
も
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
卑
弥
呼
＝
巫
女
像
に
対
し
て
、
あ
る
べ
き
君
主
像
と
し
て
強
調
さ
れ
た
の
は
、「
英
略
勇
武
」
の
男
性

統
治
者
で
す
。
明
治
後
半
の
現
実
で
い
う
と
、「
大だ

い

元げ
ん

帥す
い

」
で
あ
る
明
治
天
皇
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
卑
弥

呼
に
つ
い
て
は
、
倭
人
伝
に
み
え
る
「
男
弟
」
が
実
際
の
政
治
を
行
っ
た
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。「
巫
女
」

を
強
調
す
る
の
は
、
古
代
に
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
い
て
も
実
際
の
統
率
者
は
男
だ
、
と
い
う
先
入
観
に
立
っ

た
近
代
の
見
方
な
の
で
す
。

　
神
に
仕
え
た
の
も
、
女
性
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
月
の
葵あ

お
い

祭ま
つ
り

で
知
ら
れ
る
賀か

茂も

神
社
で
は
、
男
女

17 プロローグ　倭王卑弥呼
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の
祭
祀
者
が
神
に
仕
え
て
い
ま
し
た
。
山
城
国
（
現
京
都
府
）
の
賀
茂
地
域
を
治
め
た
豪
族
の
男
女
で
す
。

伝
承
の
世
界
で
は
、「
玉た

ま

依よ
り

ヒ
コ
」
と
「
玉
依
ヒ
メ
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
タ
マ
（
玉
）
＝
霊
を
依よ

り
つ
か
せ
人
々
を
率ひ

き
い

る
力
は
、
男
に
も
女
に
も
必
要
で
し
た
。
古
代
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
男
女
と
も
に
神
を

祀
る
祭
祀
者
で
あ
り
統
治
者
だ
っ
た
の
で
す
。
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第
一
章
　
古
代
社
会
の
男
女

役
割
や
髪
型
の
性
差
は
、
古
墳
時
代
中
期

の
支
配
層
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
律
令
国
家

形
成
期
に
は
、
庶
民
も
含
め
て
男
女
区
分

が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
男
女

の
豪
族
が
と
も
に
朝
廷
に
仕
え
る
伝
統
は

そ
の
後
も
残
り
ま
す
。
ま
た
八
世
紀
の
村

の
集
会
で
は
男
女
の
区
別
は
無
く
、
田
植

え
も
女
性
だ
け
の
仕
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
実
際
の
生
活
で
の
男
女
区
分
／

役
割
分
担
は
、
古
代
に
は
さ
ほ
ど
明
確
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
。
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一
、
古
墳
の
被
葬
者

女
性
首
長
の
古
墳

　
古
墳
時
代
前
期
（
四
世
紀
）
の
前
方
後
円
墳
に
は
、
女
性
が
葬
ら
れ
て
い
る
事
例
か
ら
、
女
性
首
長
が

多
く
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
熊
本
県
の
向む

こ
う

野の

田だ

古
墳
は
残
存
部
分
の
全
長
が
約
八
九
メ
ー
ト
ル

の
大
型
の
前
方
後
円
墳
で
、
地
域
の
盟
主
的
な
古
墳
で
す
が
、
石
棺
か
ら
は
、
三
〇
歳
代
の
女
性
人
骨
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
鏡
・
玉
類
・
農
耕
具
類
な
ど
の
副
葬
品
は
男
性
首
長
と
遜
色
あ
り
ま
せ
ん
が
、
武

器
・
武
具
の
副
葬
に
は
違
い
が
あ
り
ま
す
。
女
性
の
場
合
に
は
、
鏃や

じ
り

と
甲か

っ

冑ち
ゅ
う

は
副
葬
さ
れ
ず
、
刀
剣
は
す

べ
て
棺
の
外
に
置
か
れ
て
お
り
、
武
器
の
副
葬
と
い
う
点
で
は
、
男
女
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

軍
事
権
へ
の
関
わ
り
に
は
男
女
で
違
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
以
外
の
権
能
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
男
女
で
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　
向
野
田
古
墳
の
女
性
首
長
の
遺
骨
に
は
、
妊
娠
痕
が
見
ら
れ
ま
す
。
妊
娠
痕
と
は
、
妊
娠
中
期
を
過
ぎ

た
女
性
の
骨
盤
に
つ
く
痕
跡
の
こ
と
で
、
そ
の
人
に
妊
娠
経
験
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
が
わ
か
り
ま
す
。
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図1-2　女性首長の埋葬
（熊本県向野田古墳。4世紀前半。写真提供：宇
土市教育委員会）

　
古
墳
時
代
の
女
性
首
長
に

妊
娠
痕
が
あ
る
こ
と
は
、
彼

女
が
子
を
産
ん
だ
こ
と
が
あ

り
、
ま
た
さ
ら
に
産
む
可
能

性
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
女
性

首
長
の
権
力
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な

見
解
が
あ
り
ま
す
。

武
器
・
武
具
の
副
葬
―
熊
本
県
マ
ロ
塚
古
墳
の
出
土
品

　
古
墳
時
代
中
期
（
四
世
紀
後
半
〜
五
世
紀
）
に
な
る
と
、
女
性
首
長
の
古
墳
の
割
合
が
急
速
に
減
少
し
ま

す
。
副
葬
品
も
前
期
に
く
ら
べ
て
武
器
・
武
具
が
重
視
さ
れ
ま
す
。
熊
本
県
マ
ロ
塚
古
墳
出
土
の
副
葬
品

に
は
、
立
派
な
武
器
・
武
具
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
の
時
期
は
軍
事
的
緊
張
を
背
景
に
男
性
首
長
が
軍
事
権

21 第一章　古代社会の男女
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図1-3（上）　眉
ま

庇
びさし

付
つき

冑
かぶと

図1-4（下）　横
よこ

矧
はぎ

板
いた

鋲
びょう

留
どめ

短
たん

甲
こう

古墳時代中期には、副葬品に武器・武具が重視
されるようになった。（熊本県マロ塚古墳出土、
5世紀後半。国立歴史民俗博物館蔵。重要文化財）

を
行
使
し
た
の
で
し
ょ
う
。
で
は
、
女
性
首
長
は
完
全
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
古

墳
時
代
中
期
以
降
で
も
、
中
小
規
模
の
古
墳
に
は
女
性
首
長
が
埋
葬
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
事
例
が
あ
り
ま

す
。
軍
事
的
緊
張
が
強
ま
る
中
で
も
、
女
性
は
集
落
で
一
定
の
地
位
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
状
況
は
次
の

時
代
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
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図1-5　横乗り用の足台が付いた白馬
の埴輪（栃木県甲塚古墳出土、6世紀後半。
下野市教育委員会提供、撮影：小川忠博。
重要文化財）

二
、
機
織
具
と
女
性
の
労
働

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
馬
の
埴
輪
・
機は

た

を
織
る
人
物
の
埴
輪
―
甲か

ぶ
と

塚づ
か

古
墳

　
古
墳
時
代
の
男
女
の
姿
を
知
る
手
が
か
り
の
一
つ
に
人
物
埴
輪
が
あ
り
ま
す
。
古
墳
時
代
後
期
（
六
世

紀
）
に
は
人
物
埴
輪
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
男
女
の
奉
仕
者
を
表
す
埴
輪
が
、
区
画
を
分
け
て
配

置
さ
れ
、
異
な
る
役
割
が
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
県
の
甲
塚
古
墳
か
ら
は
、
二
〇
体
ほ
ど

の
男
女
の
群
像
が
一
列
に
並
ん
だ
状
態
で
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。
群
像
の
中
心
が
女
性
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
、
機
を
織
る
女
性
の
存
在
や
、
馬

の
鞍
に
女
性
用
の
横
乗
り
の
足
台
も
表
現
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
物
は

女
性
と
推
察
さ
れ
ま
す
。
男
性
の
立
像
は
女
性
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図1-6　機を織る女性坐像埴輪
（CGによる復元）
（原品：栃木県甲塚古墳出土、6世紀後半。下野市
教育委員会蔵）

の
両
脇
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
女
性
首
長
に
奉
仕
す
る
集
団
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
生
活
に
必
要
な
衣
料
を
得
る
の
は
、
主
に
女
性
た
ち
の
仕
事
で
し
た
。
機
を
織
る
女
性
の
埴
輪
は
、
女

性
の
労
働
の
姿
を
伝
え
る
貴
重
な
事
例
で
す
。
甲
塚
古
墳
で
は
、
女
性
た
ち
が
二
種
類
の
腰こ

し

機ば
た

で
織
っ
て

い
る
埴
輪
が
出
土
し
ま
し
た
。
図
1

-
6
は
、
楕
円
の
台
の
上
に
、
赤
い
円
文
で
飾
ら
れ
た
上
衣
に
ス
カ

ー
ト
を
身
に
つ
け
た
女
性
が
、
大
き

く
傾
斜
す
る
機き

台だ
い

に
座
っ
て
織
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
造
形
し
て
い
ま
す
。

当
時
最
新
式
の
腰
機
に
よ
る
織
成
技

術
が
、
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
習
得
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
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若
倭
部
五
百
国
布
ニ

丈
八
尺
縹

図1-7　「布の付札木簡」（表裏）
「若倭部五百国（わかやまとべのいおく
に）」が税として二丈八尺の縹（はなだ）
（藍染〈あいぞめ〉）の庸布（ようふ）を納
めたことを示す。貢納の主体は男性だが、
その背後に女性の織り・染めの労働が存
在するという、律令国家的なジェンダー
が表れている。（静岡県伊場遺跡出土、8
世紀。浜松市博物館蔵）

女
性
が
織
り
男
性
が
納
め
た
布
―
付つ

け

札ふ
だ

木も
っ

簡か
ん

　
性
別
分
業
の
問
題
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
の
研
究
課
題
の
一
つ
で
す
。
古
代
で
は
、
織
成
労
働
に
そ
の
一
端

を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
八
世
紀
に
律
令
制
が
整
備
さ
れ
る
と
、
平
織
り
の
絹
や
麻
の
布
は
税
と

し
て
成
人
男
性
が
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
織
っ
た
の
は
、
生
活
の
中
で
機
織
り
の

技
術
を
保
持
し
て
い
た
女
性
で
し
た
。
古
代
の
豊
か
な
織
成
技
術
と
、
そ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
男
女
の
重

層
的
な
役
割
が
わ
か
り
ま
す
。
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図1-8　「山上碑」
（681年、群馬県高崎市山名町所在。写真
提供：高崎市教育委員会）

三
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
区
分
の
確
立
―
律
令
国
家

「
山や

ま
の 
上う

え

碑ひ

」―
古
代
の
石
碑
に
書
か
れ
た「
双
系
」系
譜

　
二
〇
一
七
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
の
記
憶
」
に
登
録
さ
れ
た
群
馬
県
高
崎
市
の
「
上こ

う

野ず
け

三さ
ん

碑ぴ

」
は
、

貴
重
な
古
代
の
石
碑
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
六
八
一
年
に
作
ら
れ
た
山
上
碑
に

は
、
あ
る
人
物
の
系
譜
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
地

元
の
放
光
寺
の
僧
で
あ
っ
た
「
長ち

ょ
う

利り

」
と
い
う
人

の
母
方
・
父
方
の
系
譜
で
す
。

　
山
上
碑
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
。「
健た

け

守も
り
の

命み
こ
と

の
子
孫
の
黒く

ろ

売め
の

刀と

自じ

、
こ
れ
が
、

新
川
臣
の
子
の
斯し

多た

た々

弥み
の

足す
く

尼ね

の
子
孫
で
あ
る
大お

お

児こ
の

臣お
み

と
夫
婦
に
な
り
生
ま
れ
た
児
が
長
利
で
、
こ

の
石
碑
は
放
光
寺
の
僧
の
長
利
が
、
母
の
供
養
の

た
め
に
作
っ
た
」
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お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
母
方
の
系
譜
が
書
か
れ
、
次
に
父
方
の
系
譜
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
な
ん
と
な
く
、
家
系
図
は
父
方
の
系
図
を
中
心
に
書
か
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

し
か
し
こ
の
系
譜
は
、
母
方
の
系
譜
の
次
に
父
方
の
系
譜
が
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
母
方
と
父
方
の
双
方
と

の
つ
な
が
り
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
山
上
碑
に
刻
ま
れ
た
系
譜
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
父
方
と
母
方
の
双
方
か
ら
均ひ

と

し
く
そ
の
社
会
的
地

位
を
受
け
継
い
だ
と
い
う
、
当
時
の
人
々
の
意
識
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
類
学
で
は
「
父
系
」
で
も

「
母
系
」
で
も
な
く
両
方
を
あ
わ
せ
た
「
双
系
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
古
代
社
会
は
、

も
と
も
と
は
双
系
的
社
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
の
石
碑
は
問
い
か
け
て
い
ま
す

戸
籍
―
男
女
区
分
の
始
ま
り

　
人
々
を
男
と
女
に
く
っ
き
り
分
け
る
こ
と
は
、
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
奈
良
・
東
大
寺

の
正
倉
院
に
残
る
七
〇
二
年
の
戸
籍
で
は
、
男
女
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
女
性
の
名
前

は
例
外
な
く
「
◯
◯
売
（
め
）」
と
記
さ
れ
、
一
目
で
女
性
と
わ
か
り
ま
す
。
男
女
の
制
度
的
区
分
は
、

律
令
体
制
が
本
格
化
し
、
す
べ
て
の
人
々
を
記
載
す
る
全
国
的
戸
籍
が
作
ら
れ
た
七
世
紀
末
に
始
ま
っ
た
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図1-9　「御
み

野
のの

国
くに

加
か

毛
も

郡
ぐん

半
は

布
にゅう

里
り

戸
こ

籍
せき

」（複製。下は拡大図）
左側の4行が女性で、全員の名前に「賣（売、め）」が付いている。
御野国は、現在の岐阜県。（702〈大宝2〉年。国立歴史民俗博物
館蔵、原品：正倉院宝物）

女性←  →男性 と
推
測
さ
れ
ま
す
。
戸
籍
を
も
と
に
、
男
女
別
の
租
税
制
度
も
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
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し
か
し
、
戸
籍
以
外
の
史
料
で
は
男
女
が
明
確
に
区
分
さ
れ
な
い
こ
と
が
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

七
一
二
年
成
立
の
『
古
事
記
』
で
は
、
記
録
が
ほ
ぼ
確
か
に
な
る
六
世
紀
半
ば
以
降
の
天
皇
の
御み

子こ

の
名

前
は
、
男
女
に
関
係
な
く
「
◯
◯
王
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
を
見
た
だ
け
で
は
男
女
の
区
別

が
わ
か
り
ま
せ
ん
（
次
頁
図
1

-

10
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
七
二
〇
年
成
立
の
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
男
の

御
子
は
「
皇み

子こ

」、
女
の
御
子
は
「
皇ひ

め

女み
こ

」
と
表
記
さ
れ
ま
す
。

「
皇
子
」「
皇
女
」
と
い
う
男
女
別
の
称
号
が
新
た
に
作
ら
れ
た
の
は
、
や
は
り
七
世
紀
末
の
律
令
制
の

導
入
に
よ
り
男
女
の
御
子
の
地
位
・
待
遇
に
差
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
前

は
男
女
の
御
子
の
称
号
は
と
も
に
「
王
」
で
、
系
譜
も
男
女
順
で
は
な
く
生
ま
れ
た
順
で
記
す
こ
と
が
普

通
で
し
た
。『
古
事
記
』
は
そ
の
古
い
表
記
方
法
を
残
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
代
の
学
校
の
男

女
混
合
名
簿
を
思
わ
せ
る
形
式
で
す
。
そ
も
そ
も
戸
籍
制
度
導
入
以
前
に
は
、
男
女
を
明
確
に
二
分
す
る

観
念
は
乏
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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図1-10　『古事記』下巻・敏
び

達
だつ

天皇段
17名の御子のうち、16名が「○○王」という表記で、この中には「小治田
（おはりだ）王」（『日本書紀』では「小墾田皇女」）「多米（ため）王」（『日本書
紀』では「田眼皇女」）など、女性の御子も含まれているが、名前と称号で男
女を区別していない。（712〈和銅5〉年成立、江戸時代写。国立歴史民俗博
物館蔵）
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コ
ラ
ム　
「
娶
」を「
み
あ
う
」と
読
む
こ
と

「
山
上
碑
」（
群
馬
県
高
崎
市
所
在
・
二
六
頁
）
は
、「
長ち

ょ
う

利り

」
と
い
う
僧
が
母
の
た
め
に
建
て
た
石
碑

で
す
。
七
世
紀
後
半
の
地
方
豪
族
の
系
譜
が
書
か
れ
て
い
て
、
母
＝
黒く

ろ
め
の売

刀と

自じ

が
、
父
＝
大お

お

児こ
の

臣お
み

に
、

「
娶
生
児
長
利
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
娶
」
の
訓よ

み
は
、
普
通
「
メ
ト
ル
」
で
す
が
、
こ
の
「
娶

生
」
は
、「
ミ
ア
ヒ
て
ウ
ム
」
と
訓
む
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
?

「
娶
」
と
い
う
漢
字
は
「
女
」
＋
「
取
」
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。「
メ
を
ト
ル
」
と
い
う
意
味
で

す
。
漢
字
が
生
ま
れ
た
古
代
の
中
国
は
、
男
が
女
を
自
家
に
迎
え
る
嫁
取
り
婚
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
字
で
す
。
し
か
し
、
古
代
の
日
本
で
は
、
男
が
女
の
も
と
に
通
い
住
み
つ
く
の
が
普

通
で
し
た
。「
娶
」
と
い
う
字
は
、
婚
姻
を
表
す
文
字
と
し
て
受
け
入
れ
た
だ
け
な
の
で
、
古
代
日

本
の
史
料
に
見
え
る
「
娶
」
を
「
メ
ト
ル
」
と
訓
む
の
は
、
当
時
の
婚
姻
の
実
態
に
合
わ
な
い
か
ら

間
違
い
で
す
。

　
で
は
何
と
訓
む
の
で
し
ょ
う
か
。
ヒ
ン
ト
は
神
話
に
あ
り
ま
す
。『
古
事
記
』
の
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
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図1-11　『古事記』下巻・敏達天皇段 
敏達天皇のキサキとその生んだ御子を書き上げた部分（図1-10と同じも
の）。神話を参照すると、「娶」は「ミアヒて」と読むのが良いだろう。（国立
歴史民俗博物館蔵）

ザ
ナ
ミ
に
よ
る
国
生
み
神
話
で
は
、

互
い
に
「
良
い
男
よ
」「
良
い
女

よ
」
と
相
手
に
呼
び
か
け
あ
い
、

「
御
合
し
て
生
む
子
…
…
」
と
つ

ぎ
つ
ぎ
に
た
く
さ
ん
の
島
（
日
本

列
島
）
を
生
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

「
御
合
」
＝
「
娶
」
で
、
訓
み
は

「
ミ
ア
ヒ
」
と
な
り
ま
す
。
メ
ト

ル
は
男
性
主
体
、
ミ
ア
ヒ
は
男
女

が
主
体
の
婚
姻
語
で
す
。

　
日
本
で
も
、
後
に
は
嫁
取
り
婚

に
な
り
ま
す
か
ら
、「
娶
」
＝
「
メ

ト
ル
」
の
訓
み
は
、
そ
の
時
代
に

な
れ
ば
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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ち
な
み
に
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』（
三
省
堂
）
に
は
「
め
と
る
」
の
項
目
は
な
く
、「
み
あ

ふ
」
に
「
結
婚
す
る
」
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
上
代
（
奈
良
時
代
以
前
）
に
は
、「
め
と
る
」
と
い
う

日
本
語
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
す
。「
娶
」
＝
「
メ
ト
ル
」
の
訓
み
が
登
場
し
一
般
化
す
る
の
は

平
安
時
代
後
期
以
降
の
よ
う
で
す
。

　
現
代
の
私
た
ち
は
、「
娶
」
の
訓
を
「
メ
ト
ル
」
と
学
び
ま
す
が
、
そ
の
訓
読
変
化
の
歴
史
を
ジ

ェ
ン
ダ
ー
視
点
で
読
み
解
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
見
え
て
き
ま
す
。

「
采う

ね

女め

」は
キ
ャ
リ
ア
女
性

　
律
令
国
家
は
、
中
国
式
の
男
性
中
心
の
官
僚
機
構
を
作
り
上
げ
、
貴
族
の
男
性
に
対
し
て
は
、
原
則
と

し
て
官
に
仕
え
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
一
方
で
、
貴
族
の
女
性
に
対
し
て
は
、
一
つ
の
氏
族
か
ら
一
人

の
宮み

や

仕づ
か

え
と
い
う
仕
組
み
を
導
入
し
ま
し
た
。
罪
を
祓
い
清
め
る
大お

お

祓は
ら
え

に
も
男
女
が
と
も
に
参
加
し
ま

し
た
。

　
大
和
朝
廷
と
地
方
豪
族
の
関
係
は
、
地
方
か
ら
代
表
を
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
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に
フ
ェ
イ
ス
ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス
の
関
係
で
す
。
代
表
は
、
男
女
ど
ち
ら
で
も
O
K
。
そ
の
役
割
を
担
っ
た
人

た
ち
の
中
に
は
、
ウ
ネ
メ
（
采
女
）
も
い
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
大
王
の
マ
ツ
リ
ゴ
ト
を
助
け
、
律
令
時

代
に
は
宮
廷
女
官
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
地
方
か
ら
大
王
に
「
貢ぐ

」
さ
れ
た
、
か
わ
い
そ
う
な
美
女
…
…
五
〇
年
ほ
ど
前
に
は
、
こ
ん
な
采
女
像

が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
一
因
は
「
貢
」
の
意
味
を
研
究
者
た
ち
が
読
み
間
違
え
て
い
た
こ
と
で
す
。
実

は
、
律
令
の
規
定
で
は
、
地
方
か
ら
人
材
を
推
薦
す
る
時
に
は
、
男
女
を
問
わ
ず
「
貢
」
と
い
う
字
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。「
贈
り
物
」
と
い
う
意
味
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
古
代
の
女
官
は
、
天
皇
の
ハ
ー
レ
ム
の
一
員
だ
っ
た
?
　
と
ん
で
も
な
い
!
　
そ
も
そ
も
、
古
代
の
大

王
の
結
婚
生
活
は
、
夫
婦
別
居
で
し
た
。
大
王
の
妻
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
一
族
の
拠
点
に
宮
殿
を

持
ち
、
そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
ま
し
た
。
大
王
は
、
隔
絶
し
た
空
間
と
し
て
の
後こ

う

宮き
ゅ
う

な
ど
持

っ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
女
官
の
仕
事
は
、
マ
ツ
リ
ゴ
ト
を
支
え
る
こ
と
。
既
婚
未
婚
・
年
齢
不
問
。

中
央
・
地
方
か
ら
、
選え

り
す
ぐ
り
の
人
材
で
構
成
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
た
ち
で
し
た
。
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壊

因
幡
国
法
美
郡

伊
福
吉
部
徳
足

比
売
臣

藤
原
大
宮
御
宇
大
行

天皇御世慶雲四年

歲次丁未春二月二

十五
日従
七位
下被
賜

仕
奉
矣

三
年
康
戊
冬
十
月

火葬
即殯
此処
故

秋
七
月
一
日
卒
也

和
銅
元
年
歲
次
戊
申

末 代 君
等 不 応
崩

上 件 如 前 故 謹 録 錍和 銅三年十一月十三日己未

骨蔵器銘文図1-12　「伊福吉部徳足比売臣骨蔵器」
およびその銘文
（710〈和銅3〉年。東京国立博物館蔵、出典：
ColBase〈国立文化財機構所蔵品統合検索
システム〉。重要文化財）

因い
な

幡ば
の

国く
に

出
身
の
女
官
の
骨
蔵
器

　
八
世
紀
初
頭
に
活
躍
し
た
、
因
幡
国
（
鳥
取
県
）
出
身
の
女
官
、「
伊い

福お

吉き

部べ
の

徳と
こ

足た
り

比ひ

売め
の

臣お
み

」
の
銅
製

の
骨
蔵
器
（
火
葬
し
た
骨
を
納
め
た
器
）。
蓋ふ

た

に
は
徳
足
の
事
績
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
徳
足
の
生
涯
は
、

日
本
が
律
令
国
家
建
設
に
足
を
踏
み
出
し
た
時
期
の
女
官
の
実
像
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
正
史
に
は
、

男
官
と
同
様
に
女
官
も
律
令
で
定
め
た
勤
務
評
定
の
結
果
と
し
て
昇
進
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
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が
、
骨
蔵
器
に
は
、
そ
の
日
に
、
徳
足
が
従じ

ゅ

七し
ち

位い
の

下げ

の
位
階
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
骨
蔵
器
は
、
二
〇
一
九
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
第
一
展
示
室
（
先

史
・
古
代
）
に
も
複
製
を
火
葬
の
例
と
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
準
備
を
し
て
い

る
時
点
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

回
の
「
性
差
の
日
本
史
」
展
で
は
、
そ
の
反
省
を
ふ
ま
え
て
、
改
め
て
こ
の
骨
蔵
器
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
歴
史
資
料
が
新
た
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
女
子
群
像
板
絵
」―
地
方
政
治
空
間
の
男
女　

鳥
取
県
青あ

お

谷や

横よ
こ

木ぎ

遺
跡
（
鳥
取
市
）
か
ら
出
土
し
た
「
女
子

群
像
板
絵
」
は
、
飛
鳥
に
あ
る
高
松
塚
古
墳
壁
画
の
風
俗
・
構

図
と
類
似
し
て
い
ま
す
。
絵
柄
に
は
高こ

う

句く

麗り

と
唐
と
の
折
衷
的

な
要
素
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
男
官
と
女
官
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
示
す
と

考
え
ら
れ
る
祓は

ら

い
の
人
形
も
そ
れ
ぞ
れ
複
数
枚
出
土
し
て
お
り
、
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図1-13　「女子群像板絵」（赤外線写
真。上はトレース図）
（鳥取県青谷横木遺跡出土。7世紀末～8
世紀初頭。鳥取県埋蔵文化財センター蔵）

冠か
ん
む
りや

髷ま
げ

か
ら
男
女
の
官
人
の
姿
と
推
定
で
き
ま
す
。
律
令
な

ど
古
代
日
本
の
法
制
史
料
を
み
て
い
る
限
り
、
地
方
行
政
組
織

の
ど
こ
に
も
女
性
は
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
の
役
所
に
お
け
る
男

女
の
奉
仕
を
考
え
る
素
材
と
し
て
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
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図1-14　「竹波命婦」木簡
（複製。右は表、左は裏）
（平城宮跡出土。奈良時代。国
立歴史民俗博物館蔵。原品：奈
良文化財研究所、国宝）

寺
請
　
小
豆
一
斗
　
醬
一
斗
五
升
大
床
所
酢
　
末
醬
等

右
四
種
物
竹
波
命
婦
御
所
　
三
月
六
日

「
竹つ

く

波ば
の

命み
ょ
う
婦ぶ

」木
簡
―
最
初
に
発
見
さ
れ
た
木
簡

　
奈
良
の
都
・
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
。
あ
る
寺
が
「
竹
波
命
婦
」
の
指
示
に
よ
っ
て
、
御
所
の

食
料
と
し
て
小
豆
、
醬ひ

し
お

、
酢
な
ど
を
請
求
し
た
、
と
い
う
内
容
で
す
。

　
竹
波
命
婦
は
、
常ひ

た

陸ち
の

国く
に

筑つ
く

波ば

郡ぐ
ん

出
身
の
采
女
、
壬み

生ぶ
の

直あ
た
い

小お

家や
か

主ぬ
し

女め

で
、
後
に
掌し

ょ
う

膳ぜ
ん

（
膳

か
し
わ
で
の

司つ
か
さ

の
管
理

職
）
と
し
て
称し

ょ
う

徳と
く

女
帝
の
食
膳
を
掌

つ
か
さ
どっ

て
い
た
側
近
の
女
官
で
し
た
。

　
こ
の
木
簡
、
実
は
平
城
宮
跡
出
土
の
記
念
す
べ
き
第
一
号
の
木
簡
で
も
あ
り
ま
す
。
一
九
六
一
（
昭
和

三
六
）
年
に
発
見
さ
れ
た
こ
の
木
簡
は
、
他
の
三
八
点
の
木
簡
と
と
も
に
、
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
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図1-15　『令集解』巻28、儀
ぎ

制
せい

令
りょう

春
しゅん

時
じ

祭
さい

田
でん

条
じょう

（注釈部分）
祭りの日には男女の村人が全員集
まり、国家の法が告げられた。（9世
紀中頃成立、17世紀写。国立歴史
民俗博物館蔵）

に
木
簡
と
し
て
初
め
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
の
み
な
ら
ず
、
木
簡
の
研
究
史
上
で
も
重
要
な
資
料
で
す
。
　

四
、
サ
ト
の
生
活
―
男
女
の
協
働

春
の
田
祭
り
の
日
―『
令り

ょ
う 

集の
し
ゅ
う
げ解
』に
書
か
れ
た
地
域
社
会

　
古
代
の
律
令
に
書
か
れ
た

法
律
の
条
文
は
内
容
が
難
し

く
、
時
の
法
律
学
者
た
ち
も

解
釈
に
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
。

九
世
紀
に
成
立
し
た
律
令
の

注
釈
書
『
令
集
解
』
に
そ
の

苦
労
の
跡
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
難
解
な
法
律
と
そ
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の
注
釈
が
並
ぶ
中
で
、
古
代
の
村
に
生
き
た
人
々
の
様
子
が
わ
か
る
条
文
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
儀ぎ

制せ
い

令り
ょ
う

春し
ゅ
ん

時じ

祭さ
い

田で
ん

条じ
ょ
う

」
で
す
。

　
春
時
祭
田
条
の
本
文
に
は
、
こ
う
あ
り
ま
す
。「
春
の
田
祭
り
の
日
に
は
、
郷さ

と

の
老
人
を
集
め
て
、
宴

会
儀
礼
を
行
え
。
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々
に
長
老
を
尊
び
大
事
に
す
る
こ
と
を
学
ば
せ
よ
。
宴
会
に
用
い
る

酒
や
料
理
な
ど
に
は
公
費
を
用
い
よ
」。
こ
の
条
文
に
、
奈
良
時
代
の
法
律
学
者
は
、
次
の
よ
う
な
注
釈

を
施
し
て
い
ま
す
。

「〝
春
の
田
祭
り
の
日
〞
と
い
う
の
は
、
村
の
神
社
に
人
々
が
集
ま
る
お
祭
り
の
こ
と
で
あ
る
。
祭
り
の

当
日
に
は
、
神
前
に
酒
と
食
物
を
供
え
、
男
女
の
村
人
が
全
員
集
ま
り
、
国
家
の
法
が
告
げ
ら
れ
る
。
終

わ
る
と
男
女
は
年
齢
順
に
座
に
つ
き
、
若
者
が
給
仕
役
と
な
っ
て
人
々
を
接
待
す
る
。
こ
の
祭
り
は
春
と

秋
の
年
二
回
行
わ
れ
る
」

　
無
味
乾
燥
な
法
律
の
注
釈
の
中
で
、
村
の
祭
り
の
様
子
を
詳
し
く
再
現
し
た
こ
の
注
釈
は
異
彩
を
放
っ

て
い
ま
す
。
村
の
男
女
が
集
ま
る
前
で
「
国
家
の
法
」
が
告
げ
ら
れ
る
と
い
う
集
会
は
、『
魏
志
倭
人
伝
』

の
「
集
会
で
の
ふ
る
ま
い
に
父
子
・
男
女
の
差
は
な
い
」
と
い
う
記
述
に
も
通
じ
、
男
女
が
と
も
に
政
治

に
参
加
し
た
、
古
代
社
会
の
実
態
を
想
像
さ
せ
ま
す
。
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図1-16　田祭りの直会の様子
地位や年齢にしたがって座が設けら
れていることを復元したもの。①は
郡司や祝（はふり）といった地位の高
いものの座、②は祝の下にある神部
（かんべ）の座、③は男女の古老（オキ
ナとオウナ）の座で、若者二人から
飲食の給仕を受けている。④は一般
参加者の座。ここには、「ヨチ」と呼
ばれる若者の集団のリーダー（⑤）や、
8歳～10代前半までのワラハ（⑥）も
含まれる。（「青木遺跡・古代神社復元
模型」より。平石充企画監修、島根県
立古代出雲歴史博物館制作）

②

①

③
⑥ ④

⑤

　
こ
の
古
代
の
田
祭
り
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
八
〜

九
世
紀
の
神
社
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
痕
跡
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
の
図
（
模
型
）
は
、『
令
集

解
』
の
記
述
を
参
考
に
作
っ
た
、
田
祭
り
の
直な

お

会ら
い

（
宴
会
儀
礼
）
の
様
子
で
す
。
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図1-17　「『里刀自』木簡」（複製。右は全体、
左は部分）
冒頭に「郡符（ふ）す里刀自」（郡が里刀自に命ずる）
とある。田植えに動員された人名は、1行目の「里
刀自」および3行目の「壬生福成女（みぶのふくなり
め）」ら3名以外は男性。（福島県荒田目条里遺跡出
土、9世紀半ば。国立歴史民俗博物館蔵。原品：い
わき市教育委員会蔵）

五
、
耕
す
―
男
女
の
労
働
と
経
営

田
植
え
は
女
性
の
仕
事
?

「
早さ

乙お
と

女め

」
と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
田
植
え
は
女
性
の
労
働

と
と
ら
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
田

植
え
労
働
に
お
い
て
女
性
の
割
合

が
増
え
る
の
は
早
く
と
も
九
世
紀
後
半
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
男
女
と
も

に
田
植
え
労
働
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
福
島
県
荒あ

っ

田た

目め

条じ
ょ
う

里り

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
九
世
紀
中
頃
の
木
簡
に
よ
る
と
、

陸む
つ
の奥

国く
に

磐い
わ

城き

郡ぐ
ん

の
役
人
が
、
村
の
有
力
女
性
で
あ
る
里さ

と

刀と

自じ

以
下
三
六
名
に
田

植
え
の
労
働
を
命
じ
て
い
ま
す
。
三
六
名
の
う
ち
、
女
性
と
思
わ
れ
る
名
前
は

三
名
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、『
日
本
紀
略
』
と
い
う
歴
史
書
に
よ
る
と
、
八
三
二
年
に
「
皇
后
（
中
略
）
農
業
の
風
を
観
る
、

（
中
略
）
お
よ
び
植
田
の
男
女
ら
に
禄
を
賜
う
（
皇
后
が
農
業
の
風
俗
を
ご
覧
に
な
っ
た
。
田
植
え
を
し
た
男
女
ら

に
給
与
を
支
給
し
た
）」
と
あ
り
、
短
い
記
事
で
す
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
読
み
直
す
と
、
男
女
と
も

42

1234567891011121314

DEC 

1
…
穴
田
　

2
…
穴
田
　

3
…
穴
田
　

4
…
穴
田
／
穴
田
　
校
了
…
　
　

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
新
書
10
月
刊
　
性
差
の
日
本
史



図1-18　「田植木簡」（赤外線写真）
1行目に「殖女八人」、4行目に「男三人」と見える。
（青谷横木遺跡出土、10世紀後半～11世紀前半。鳥
取県埋蔵文化財センター蔵）

　
ま
た
、『
日
本
紀
略
』
と
い
う
歴
史
書
に
よ
る
と
、
八
三
二
年
に
「
皇
后
（
中
略
）
農
業
の
風
を
観
る
、

（
中
略
）
お
よ
び
植
田
の
男
女
ら
に
禄
を
賜
う
（
皇
后
が
農
業
の
風
俗
を
ご
覧
に
な
っ
た
。
田
植
え
を
し
た
男
女
ら

に
給
与
を
支
給
し
た
）」
と
あ
り
、
短
い
記
事
で
す
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
読
み
直
す
と
、
男
女
と
も

に
田
植
え
を
し
た
点
が
見
過
ご
せ
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
青
谷
横
木
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
一
〇

世
紀
後
半
頃
の
木
簡
に
よ
る
と
、「
殖う

え

女め

八
人
」、

「
男
三
人
」「
少
子
一
人
」
と
、
田
植
え
の
労
働

力
が
男
女
別
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
女
性

の
割
合
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
一
一
世
紀
に
成
立
し
た
『
栄え

い

花が

物も
の

語が
た
り

』

と
い
う
歴
史
物
語
に
は
、
藤
原
道
長
が
田た

植う
え

田で
ん

楽が
く

を
見
物
し
た
記
述
が
見
え
ま
す
。
そ
れ
に
よ

る
と
、「
年
の
若
い
こ
ぎ
れ
い
な
女
た
ち
が
、

白
い
衣
装
に
笠
を
か
ぶ
り
、
化
粧
を
し
て
田
植
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え
を
行
っ
た
」
と
描
い
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
早
乙
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
一
方
男
性
は
、
楽
器
を
鳴
ら
し
、
歌
を
歌
い
、
田
植
え
を
囃は

や

し
立
て
る
役
割
と
し
て
描
か
れ
ま
す
。

後
で
ご
紹
介
す
る
、
一
六
世
紀
頃
の
風
俗
画
に
描
か
れ
た
田
植
え
の
風
景
（
第
四
章
、
七
四
頁
）
と
よ
く
似

て
い
ま
す
。
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